
研究されている内容について教えてください

　今後の様々なものづくりにおける CAE 技術の一環とし
て、高速かつ高精度な流体解析ソルバや、またそれに関連
するアルゴリズムの開発を行っています。近年のものづく
りの現場で CAE 技術は欠かせないもので、多くの汎用ソ
フトが使われています。これら汎用ソフトの性能も日々向
上して目覚ましい進歩をしていますが、その解析内のアル
ゴリズムも日々変化・進歩しています。当研究室では、直
交格子を活用してこれまで解析フローのボトルネックで
あった計算格子生成を半自動化し、解析の生産効率を向上
させることや、アーキテクチャに応じた大規模解析のアル
ゴリズム開発などに取り組んでいます。

これらの研究の中で Tecplot ではどのような
データを扱っておられますか？ Tecplot の用途は
何ですか？

　流体解析と定量的な評価は研究室で開発したプログラム
で行い、Tecplot では流体場の可視化による把握を行いま
す。当研究室では複雑な形状もレベルセット関数によって
表現するので、使用するデータフォーマットは全て最も
単純な PLOT3D フォーマットです。三次元の複雑形状を
表現する時のみ Stereolithography (STL) ファイルを用
いますが、それも解析内部ではレベルセット関数によって
表現されています。主に非定常流体を扱っていますので、
Solution 形式によって流れの保存量（密度、運動量、エネ
ルギ）と、Function 形式によってレベルセット関数を読
みこみ、渦度や圧力等の分布を定量的な値と比較しながら
調査します。

研究はどのように進められ、データが記録されて
いますか？

　小規模な解析は研究室のパソコンやワークステーション
で行い、中規模から大規模な解析は学内のサーバや外部の
大型計算機によって行います。それらの解析結果をネット
ワークを通じてダウンロードし、研究室内のマシンで可視
化を行います。ただあまりに大規模な解析結果の場合には
ネットワークを通じたやりとりでは時間がかかり過ぎるた
め、大型計算機上で直接可視化することを現在検討してい
ます。

Tecplot を使い始めたきっかけは？

　以前は様々な可視化ソフトを使っていて、現在は
Tecplot をメインに使用しています。その一番の理由は以
前マルチブロック型計算格子の流体解析プログラムを開発
した際に、ブロックの数が増えると可視化の自由度が制限
されるソフトが多かったのですが、Tecplot ではそういっ
た制約が少なかったことです。また、毎年使用している学
生たちの様子を見ていても使いやすい印象を持っているよ
うで、可視化ソフトを初めて使う人が多い大学という環境
ではこういった第一印象が特に重要なようにも思います。

Tecplot の使用感、良い点と悪い点は？

　良い点は、上で述べたように使いやすい印象を与える
ユーザインタフェース、軽快な動作と自由度、様々なソフ
トから得られた結果を読める汎用性、その他にもたくさん
あります。特に悪いという点はほとんど感じませんが、ア
ニメーションを作った際に使用したメモリ領域が解放され
ずに残ってしまい、他のアプリケーションの動作を圧迫す
る場合があることくらいでしょうか。かなり細かい点です
みません。
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「ものづくりの現場で活用できる最先端のソルバ開発に Tecplot を活用」

さまざまな工業製品に対して高速・高精度に流体性能を予測・解析できる
プログラムを開発するために Tecplot を活用しています。
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どのような研究者の方に勧められる製品ですか？

　自作のプログラムを開発する研究者以外にも、汎用ソフ
トの結果も多数読むことが可能なので広い範囲のエンジニ
アが使うことができます。2 次元空間の結果を、軸を追加・
変更することで容易に 3 次元化することができ、それに
よってこれまでに見えなかった現象を見出すことなどもで
きます。可視化によって情報を抽出することを考えるので
あれば、Tecplot は非常に効果を発揮するソフトであると
言えます。
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Tecplot を使って開発されたプログラムを用いた
研究成果があればご紹介ください

　当研究室では汎用ソフトがあまり得意でない領域の解析
にも取り組んでいます。図 1 と図 2 は、多数の粒子を含む
流体場において圧力波やその他の流体力学的特性の変化を
調査している研究の可視化図です。粒子の周囲には衝撃波
と渦度が生じ、それらが周囲の粒子と相互に影響しあいま
す。またこれらの粒子の解析では粒子間の衝突も考慮する
ことが可能で（図 3）、これらが実際に流れ場や周囲に対
してどのように影響するのかを調査しています。この粒子
は非常に微細なマイクロメートルオーダの微粒子で、高エ
ネルギの流れ場中を超音速近傍の高速で飛行しています。
Tecplot を用いることで、図 4 のようにより直感的にわか
りやすい表現に変更することが容易にできます。
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図 1．多数の粒子を含む流れ場の例１

図２．多数の粒子を含む流れ場の例２

図３．粒子間の衝突の瞬間の可視化図

図４．多数の粒子を含む流れ場の例３


